
2009 年度 小委員会活動成果報告 
（2010 年 2 月 15 日作成） 

小委員会名 デザイン科学応用研究小委員会 
主 査 名：渡辺 俊 
就任年月：2009 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

情報システム技術委員会 委員長名：加賀有津子 

設 置 期 間    2009 年 4 月  ～  2011 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

デザイン科学を建築学の一翼とすることを目指す本委員会は、デザイン科学の意

義・方法論・手法・成果・教育等に関する調査研究および学会内外への発信を行

うことを目的とする。 
・デザイン科学に関わる基礎理論のレビュー（2009 年度） 
・「建築のデザイン科学（仮称）」の執筆（2009 年度） 
・「建築のデザイン科学（仮称）」の出版（2010 年度） 
・研究集会・ワークショップ等の開催（2010 年度） 
・デザイン科学の考え方の教育方法についての検討（2010 年度） 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有り（応募者なし） 

主査・渡辺俊（筑波大学）、幹事・藤井晴行（東京工業大学）、幹事・大崎純（京都大学）、

位寄和久（熊本大学）、岩田伸一郎（日本大学）、加藤直樹（京都大学）、金子弘幸（鹿島

建設）、川角典弘（和歌山大学）、杉浦徳利（武庫川女子大学）、長坂一郎（神戸大学）、松

島史朗（豊橋技術科学大学） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

 

2009 年度予算 248,000 円 
ホームページ公開の有無：なし 

委員会 HP アドレス： 

 

項  目 自己評価 

委員会開催数      5 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．刊行企画の出版社（京都大学出版会）が確定した。 
２．難解な部分について内容を再検討した。 
３．認知科学会との合同研究集会について検討した。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．出版業界不況の影響から出版社の確定が難航した。 

その他  

 


